
令和６年度 アントレプレナーシップ教育推進モデル事業 新潟県教育委員会

妙高市教育委員会 妙高市立妙高高原中学校学校支援型

実践のテーマ：妙光祭を中核にした起業家教育の推進～地元企業との協同開発、商品販売、そして収益を地域へ還元～

実践の概要
仲間や地域の人々と関わり、誰もが楽しめ、元気になれる妙光祭を企画・運営し、地域に貢献することの喜びを味わい、今後
の生き方について自分の考えをまとめ、発表した。また、地域への還元をテーマに、準備活動、事後活動を進めることで、地域
の一員としての自覚を高めるとともに、実社会（地域）とつながり、多面的な視点で物事を考えるきっかけづくりを行った。

単元名：（３学年）いつまでも大好き妙高高原 ～地域を元気にする妙光祭～

地元企業との
協議・検討

妙光祭
本番

地域へ還元

〇６社の地元企業と協同開発
に向けた打ち合わせを実施
〇妙光祭までに４回実施

〇３学年が全校をリードする形で実施
どのような商品開発をすれば、地域の方々が喜んでくれ
るか、妙高高原の強みや良さを生かしたものになるかにつ
いて、考えを深めた。

〇妙光祭で得た収益を地域へ還元するための話し合い活動を実施
令和６年度は、参画してくれた地元企業へ花を贈呈、妙高高原の資源である雪を生かした
キャンドルロードづくり、地元の祭り「艸原祭」での打ち上げ花火などいずれも地域を盛り上げ
るためのアイデアを全校から募って実施

＜成果＞
・キャリア教育で求められる基礎的・汎用的能力に関連した学校評価アン
ケートの結果が新潟県平均、全国平均を大きく上回った。
〇地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う。
強い肯定・・・当校48.3% 新潟県28.5% 全国26.4%

＜課題＞
・妙光祭は、今年度で４年目であり、年々、地元企業との協議・検討も企業
の方の協力もありスムーズに行われるようになってきた。このことにより
「失敗体験から学ぶ」機会が減少している。次年度は、新たな企業との交渉
など、より不確実性が高い課題の設定が求められる。
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